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皆
さ
ま
に
は
、
新
し
い
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
の
丙
午
は
、
火
を
司
り
変
化
と
挑
戦
を
象
徴
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
言
葉
の
と
お
り
、
内
外
と
も
に
時
代
の
転
換
を
感
じ
る
幕
開
け
と
な
り

ま
し
た
。
わ
が
国
で
は
、
高
市
早
苗
氏
が
初
の
女
性
総
理
大
臣
と
し
て
新
た
な
政
治

の
舵
取
り
を
始
め
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領
の
座
に
返
り
咲
き
ま
し

た
。
世
界
情
勢
が
大
き
く
揺
れ
動
く
中
で
、
国
内
で
は
円
安
基
調
が
続
き
、
日
経
平

均
株
価
は
過
去
最
高
を
更
新
す
る
な
ど
、
経
済
の
明
暗
が
入
り
混
じ
る
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
記
録
的
な
酷
暑
と
局
地
的
な
豪
雨
に
加
え
て
、
燃
料

や
肥
料
、
資
材
価
格
の
高
騰
が
続
き
、
生
産
コ
ス
ト
は
依
然
と
し
て
高
止
ま
り
の
状

態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
担
い
手
不
足
と
農
業
者
の
高
齢
化
も
進
み
、
生
産
基
盤
の

維
持
が
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
う
し
た
中
、「
令
和
の

米
騒
動
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
米
の
需
給
混
乱
が
全
国
的
に
起
こ
り
、
消
費
者
の
間

で
も
食
料
の
安
定
供
給
へ
の
関
心
が
改
め
て
高
ま
り
ま
し
た
。
食
を
支
え
る
農
業
の

役
割
と
、
そ
の
持
続
性
を
ど
う
守
る
か
が
、
い
ま
社
会
全
体
の
課
題
と
し
て
浮
か
び

上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
当
Ｊ
Ａ
は
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
大
量
発
生
に
よ
る
品
質
低
下
を
防

止
す
る
た
め
、
広
域
で
防
除
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
玄
米
の
格
付
け
に
お

い
て
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
被
害
粒
は
最
小
限
で
済
み
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
か
ら
一
般

栽
培
が
始
ま
る
水
稲
新
品
種
「
え
み
ほ
こ
ろ
」
の
採
種
を
採
種
組
合
や
近
隣
農
家
の

協
力
を
得
て
、
ほ
場
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

女
性
部
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
２
月
に
は
大
利
根
地
区
、
８
月
に
は
羽
生
市
村
君

地
区
に
女
性
部
が
誕
生
し
、
Ｊ
Ａ
事
業
の
活
性
化
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
信
用
・
共
済
事
業
で
豊
か
な
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

営
農
・
経
済
事
業
で
農
業
経
営
と
く
ら
し
を
支
え
、
支
援
事
業
で
地
域
社
会
に
貢
献

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

か
つ
て
二
宮
尊
徳
翁
は
「
道
徳
な
き
経
済
は
犯
罪
で
あ
り
、
経
済
な
き
道
徳
は
寝

言
で
あ
る
」
と
説
き
ま
し
た
。
経
済
活
動
の
中
に
倫
理
と
共
助
の
心
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
教
え
は
、
ま
さ
に
現
代
の
協
同
組
合
の
歩
む
べ
き
道
を
示
し
て
お
り

ま
す
。
効
率
や
収
益
だ
け
で
な
く
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
地
域
へ
の
思
い
や
り

を
大
切
に
す
る
姿
勢
こ
そ
が
、
次
代
の
農
業
と
地
域
社
会
を
支
え
る
力
に
な
る
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
は
、「
信
頼
と
協
同
」
を
基
本
に
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
歩
み
、
持
続
可
能
な
農
業
と
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

謹
ん
で

　　　新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

代
表
理
事
組
合
長
　

大
　
塚
　
　
　
宏

❷



獣
医
か
ら
猫
に
届
き
し
賀
状
か
な　
　
　
　

行　

田　

荒
井　

王
子

吊
り
橋
を
一
景
に
し
て
紅
葉
燃
ゆ　
　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

道
端
に
身
の
上
話
聞
く
小
春　
　
　
　
　
　

北
川
辺　

江
田
尚
可
子

干
大
根
ば
あ
さ
ん
の
皺
真
似
し
た
か　
　
　

行　

田　

新
島　

政
子

元
朝
の
大
数
珠
送
り
南
無
阿
弥
陀　
　
　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

鷹
翔
つ
や
林
静
か
な
朝
ま
だ
き　
　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

県
境
跨
ぎ
初
富
士
鎮
座
せ
り　
　
　
　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

枯
れ
芝
や
光
の
つ
ぶ
て
飲
み
尽
し　
　
　
　

川　

里　

木
暮　

浅
代

ギ
ネ
ス
な
る
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
初
日
さ
す　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

朝
霧
や
電
車
音
の
み
聞
こ
え
来
し　
　
　
　

羽　

生　

多
田
千
代
子

す
っ
き
り
と
庭
木
整
え
年
用
意　
　
　
　
　
　

〃　
　

長
瀬　

三
男

岩
陰
の
小
さ
な
祠
花
八
つ
手　
　
　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

八
十
路
終
ゆ
無
事
に
迎
え
し
柚
子
の
風
呂　

加　

須　

内
田
喜
代
子

こ
が
ら
し
の
心
は
知
ら
ず
白
い
雲　
　
　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

丸
も
う
け
馬
齢
重
ね
て
古
稀
の
春　
　
　
　
　

〃　
　

泉
津
井　

清

飛
び
石
に
木
漏
れ
日
映
す
秋
の
川　
　
　
　

行　

田　

生
田
さ
な
え

そ
ば
の
花
眺
め
な
が
め
て
実
り
待
つ　
　
　

加　

須　

谷
川
常
五
郎

成
人
式
前
髪
少
し
気
に
か
か
る　
　
　
　
　

行　

田　

須
加　

信
子

小
春
日
や
老
い
を
忘
れ
る
墓
参
り　
　
　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

一
年
の
速
き
余
生
や
蕗
の
薹　
　
　
　
　
　

羽　

生　

木
本　

政
秋

秋
寒
し
陽
の
香
の
布
団
独
り
臥
す　
　
　
　

加　

須　

田
島　

許
子

朝
寒
や
富
士
の
冠
雪
便
り
か
な　
　
　
　
　

羽　

生　

平
井　

昭
政

※
３
月
号
へ
の
投
句
は
、
１
月
26
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
３
４
８
︱

８
５
１
３ 

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
支
援
課
（
住
所
不
要
）
宛
て
に
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
記
入
の
上
、
送
付
願
い
ま
す
。
な
お
、
誌
面

の
都
合
等
に
よ
り
投
句
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
の
句
を
掲
載
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
投
句

は
折
原
野
歩
留
先
生
の
手
直
し
を
経
て
、
掲
載
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

銭
湯
の
富
士
に
手
合
わ
す
初
湯
か
な	

大
利
根　

野
口　

勇
一

（評）
銭
湯
の
定
番
と
も
言
わ
れ
る
富
士
山
の
絵
は
身
体
と
共
に
心
温

ま
る
景
色
で
あ
る
。
初
風
呂
を
銭
湯
で
過
ご
す
と
は
、
う
ら
や
ま

し
い
。
実
物
の
遠
富
士
よ
り
、
手
の
届
き
そ
う
な
銭
湯
の
富
士
山

の
方
が
御
利
益
が
あ
る
か
も
。

 ─ＪＡほくさいの役員改選について ─
　農協法および当ＪＡの定款により、役員の任期は３年
と定められており、３年ごとの総代会において役員改選
が行われます。
　現在の役員は令和５年６月に選任され、令和８年６月
の通常総代会で任期満了となることから、組合員の皆様
へ役員改選についてお知らせします。
　役員定数により、選任区ごとに理事18名、女性理事
５名、監事４名です。
　さらに、この組合の区域全体（実務精通）の理事３名、
監事１名を常勤とし、員外監事に１名を充て合計32名
を選任いたします。
　つきましては、役員の選任日程等をご確認いただき、
ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

【役員改選のスケジュール】

２月15日～
２月26日

区域正組合員
代表者会議の
開催

役員選任区（組織代表）
ごとに正組合員代表者
会議を開催し、役員推
薦委員を選出します。

⬇

３月16日 推薦会議の
開催

役員推薦委員により、
役員候補者の選任を行
い、役員候補者を選出
します。

⬇
４月下旬 定例理事会 役員選任議案の承認

⬇

６月15日 第30回
通常総代会

役員選任議案の
決議 ➡ 役員選任

能登を
応援！

 ＪＡほくさい特別企画

ＪＡほくさいの支店～大宮駅まで送迎バス付！
のと鉄道「震災語り部列車」乗車と
富山の味覚を堪能
絶景と癒しの宿 雨晴温泉「磯はなび」

■旅行実施日　令和８年３月12木～13日金　■申し込み期限　令和８年１月23月金
■旅行代金（大人おひとり様）　96,000円 ４名以上１室利用の場合
３名以上１室利用の場合　97,500円／２名以上１室利用の場合　99,000円
■募集人員　　30名様（最少催行人員15名様）
■添乗員　　　出発地より同行し旅程管理します
■食事条件　　朝1回・昼２回・夕１回
■申込金　　　30,000円（旅行代金に充当します）
■利用ホテル　「富山」雨晴温泉「磯はなび」
■利用バス　　新富観光サービス／秩父鉄道観光バス

旅行企画・実施・お申込み・お問合せ先
観光庁長官登録旅行業第939号
株式会社農協観光埼玉エリアセンター
〒330-0063 さいたま市浦和区高砂3-12-9　埼玉県農林会館1階
TEL 048-830-1210　FAX 048-833-1190

※定員になり次第締切

❼



問合せ先

国税庁
LINE 公式アカウント

確定申告はこちら▶ マイナポータル
連携はこちら▶作成コーナー

◆所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を次のとおり開設いたします。
　会　場　　行田税務署　１階事務室
　期　間　　令和８年２月16日㈪から３月16日㈪まで
　　　　　　土、日及び祝日を除きます。ただし、３月１日㈰は、
　　　　　　熊谷税務署で申告相談を行います。
　　　　　　３月１日㈰は、行田税務署では業務を行っておりません。
　時　間　　相談受付：午前８時30分から午後４時まで
　　　　　　相談開始：午前９時から

確定申告会場の入場には、当日配付の入場整理券によっても可能ですが、入場整理券には
限りがありますので、ぜひ、国税庁LINE公式アカウントによるオンライン事前予約
をご利用ください。

※令和８年１月５日㈪から２月13日㈮までの期間に、行田税務署での申告相談を希望される方は、
事前に相談日時を電話予約してください。

※鴻巣市にお住まいの方は、上尾税務署が管轄になります。

　　　　　 　　行田税務署　☎048-556-2123（直通）

　　　　　 　　上尾税務署　☎048-770-1800（代表・鴻巣市の方）

所得税及び復興特別所得税並びに贈与税の確定申告と納税は、
令和８年３月16日㈪までです。

（口座振替をご利用の方は４月23日㈭が振替日です。）
個人事業者の消費税及び地方消費税の確定申告と納税は、

令和８年３月31日㈫までです。
（口座振替をご利用の方は４月30日㈭が振替日です。）

◆確定申告には、ご自身のスマホ・パソコンから国税庁ホームページ「確定申告書等作成コー
ナー」を利用するe-Taxが便利です。
確定申告会場に出向かずにご自宅から確定申告ができますので、ぜひe－Taxをご
利用ください。

◆スマホ申告専用画面で青色申告決算書や収支内訳書も作成することができます。
◆マイナポータルとe-Taxを連携（マイナポータル連携）すると、確定申告書の該当項目が自

動入力されるため、医療費通知情報や寄附金受領証明書などを１件ずつ入力する必要がなく、
書類の提出保存も不要となり便利です。

　確定申告会場では、マイナンバーカード方式によるスマホ申告を基本
とした相談体制としております。
　マイナンバーカードと併せてパスワード（①署名用電子証明書用英数
字６～16文字、②利用者証明用電子証明書用 数字４桁）を準備のうえ、
お越しください。

❽



　

冬
季
は
、
果
樹
苗
木
の
植
え
付
け

適
期
で
す
。

　

今
回
は
「
な
し
」
を
例
に
紹
介
し

ま
す
が
、
基
本
の
定
植
方
法
は
他
の

樹
種
で
も
共
通
で
す
の
で
、
参
考
に

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

一 

定
植
時
期

　

定
植
は
、
11
～
12
月
上
旬
頃
か
、

厳
冬
期
を
過
ぎ
た
３
月
頃
に
行
い
ま

す
。

　

一
般
に
、
11
～
12
月
の
秋
口
に
定

植
す
る
方
が
、
根
の
活
着
が
よ
く
春

先
の
生
育
が
優
れ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

た
だ
し
、
低
温
に
弱
い
樹
種
（
か

ん
き
つ
類
な
ど
）
は
、
寒
さ
が
和
ら

ぐ
３
月
頃
が
適
し
て
い
ま
す
。

二 

苗
木
の
準
備

　

購
入
し
た
苗
木
は
、
根
部
を
半
日

程
度
水
に
浸
し
て
吸
水
さ
せ
、
す
ぐ

に
定
植
し
な
い
場
合
は
、
風
当
た
り

の
少
な
い
場
所
に
仮
植
え
し
て
お
き

ま
す
。
仮
植
え
は
、
植
え
溝
に
苗
木

を
斜
め
に
寝
か
せ
、
苗
木
が
半
分

埋
ま
る
程
度
に
土
を
か
ぶ
せ
ま
す

（
ポ
ッ
ト
苗
の
場
合
は
、
上
記
の
工

程
は
省
略
で
き
ま
す
）。
低
温
に
弱

い
樹
種
で
は
、
防
寒
対
策
と
し
て
稲

わ
ら
な
ど
を
巻
き
ま
す
。

三 
ほ
場
の
準
備

　

定
植
の
１
か
月
前
頃
ま
で
に
、
完

熟
堆
肥
や
土
壌
改
良
資
材
を
、
定
植

位
置
の
土
壌
に
混
和
し
て
お
き
ま
す
。

四 

定
植
の
手
順

①
苗
木
の
根
が
入
る
程
度
の
深
さ

（
50
～
60
㎝
程
度
）
の
植
穴
を
掘

り
ま
す
。
植
穴
の
底
部
は
、
中
心

部
が
高
く
な
る
よ
う
に
盛
り
（
図

１
）、沈
み
込
ま
な
い
よ
う
に
し
っ

か
り
と
踏
み
固
め
ま
す
。

②
苗
木
の
根
部
に
傷
ん
だ
部
分
が
あ

れ
ば
ハ
サ
ミ
で
切
り
返
し
、
切
り

口
に
ゆ
合
剤
等
を
塗
布
し
ま
す
。

③
苗
木
の
根
を
放
射
状
に
広
げ
て
植

穴
の
中
央
に
置
き
、
接
木
部
が
地

上
に
出
る
よ
う
に
埋
め
戻
し
ま
す
。

埋
め
戻
し
た
土
は
し
っ
か
り
と
鎮

圧
し
ま
す
。

④
風
で
揺
れ
な
い
よ
う
支
柱
を
し
っ

か
り
立
て
、
苗
木
を
誘
引
し
ま
す
。

紐
は
幹
に
食
い
込
ま
な
い
よ
う
に
、

八
の
字
で
ゆ
る
く
縛
り
ま
す
。

⑤
苗
木
の
周
囲
に
円
形
に
せ
き
（
土

手
）
を
つ
く
り
、
た
っ
ぷ
り
と
か

ん
水
し
ま
す
。

⑥
苗
木
を
、
地
表
か
ら
80
～
1
0
0

㎝
の
高
さ
で
切
り
詰
め
（
切
り
詰

め
る
長
さ
は
、
樹
種
や
樹
形
に
よ

り
異
な
り
ま
す
）、
切
り
口
に
ゆ

合
剤
等
を
塗
り
ま
す
。

　

な
し
の
場
合
、
切
り
返
し
た
最
上

部
の
芽
は
、
新
梢
が
急
角
度
で
伸

び
て
誘
引
し
に
く
い
た
め
、
上
か

ら
２
番
目
以
下
の
芽
を
主
枝
候
補

と
し
ま
す
（
図
２
）

⑦
泥
は
ね
や
乾
燥
を
防
ぐ
た
め
、
株

元
に
稲
わ
ら
や
マ
ル
チ
を
敷
き
ま

す
。

五 

定
植
後
の
管
理

　

定
期
的
に
か
ん
水
を
行
い
、
土
壌

が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
管
理
し
ま
す
。

苗
木
は
根
域
が
狭
く
乾
燥
に
弱
い
た

め
、
こ
ま
め
な
か
ん
水
が
重
要
で
す
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー　

農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

果
樹
苗
木（
な
し
）の
定
植
方
法

図１　植穴の断面図図２　なし苗木の切り返し例
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（10頁〜12頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　加須市騎西露地野菜研究会は11月10日から県内市場へ出荷を始めました。会員は
８人で1.2㌶栽培し、2月下旬まで約1,300㌜（１箱/４㌔）を出荷する予定です。同
会の大友千明会長は11月25日に、加須市平永のほ場35㌃で、ブロッコリーの収穫に
追われていました。
　大友会長は「花蕾がギュッと締まった甘いブロッコリーが採れました。冬が旬のブ
ロッコリーを是非味わってほしい」と笑顔を見せました。

　(株)ほくさいグリーンアグリは12月３日からカリフラワーの出荷を始めました。
ＪＡ羽生農産物直売所や全農青果ステーションに１月中旬まで1,800㌜（1㌜/8個入
り）を出荷する予定です。
　離農などで管理ができなくなった農地を有効利用するために同社で借り上げ、今年
は50㌃増やし1㌶でカリフラワーを栽培しています。
　永沼竹彦統括マネージャーは「年末年始の需要に合わせ高品質のカリフラワーを出
荷したい」と話していました。

冬野菜出荷最盛

　ＪＡ女性部は11月12日に、東京プリンスホテルランチビュッフェと宝
塚歌劇団の舞台「ＧＵＹＳ ＡＮＤ ＤＯＬＬＳ」を観劇する日帰り旅行に
出かけました。参加者は47人。
　長谷川タマ子部長は「優雅なひとときを過ごせました。部員同士の親睦
も図れました」と笑顔を見せていました。

女性部日帰り旅行

川里女性部の皆さん（宝塚劇場の螺旋階段で）

　ＪＡ女性部大利根支部は11月21日に、ＪＡ大利根営農経済センターで葉牡丹リー
スを作りました。参加者は９人。川里女性部で活躍する関根園芸の関根多恵さんに講
師をお願いしました。
　花材は色違いの葉牡丹２種とアリッサムです。
　関根先生の指導のもと40分程度でリースが完成しました。
　大谷佐智子支部長は「関根先生には以前、多肉植物の寄せ植えを教えていただき今
回で２回目。３月にも寄せ植えを教えていただく予定で、どんなお花か今から楽しみ。
他の支部との交流を兼ね、合同で寄せ植えをしてみたい」と話しています。

大利根女性部が葉牡丹リース作り

葉牡丹でリースを作る
女性部員の皆さん

　ＪＡ女性部南河原支部は11月14日に、行田市南河原公民館で米粉料理教室を開き
ました。参加者は14人。
　米粉を使った「チキンナゲット」と行田農協まつりに出品する「さつまいもときの
このみそ汁」を作り、試食しました。
　白根加久枝支部長は「美味しく出来た。家族にも食べさせたい」と話していました。

南河原女性部が米粉料理教室

米粉のチキンナゲットを作る部員の皆さん

　ＪＡ女性部騎西中央支部は11月１日に、騎西中央支店で「塩あんびん」につい
てテレビ番組「秘密のケンミンＳＨＯＷ極」の取材を受けました。
　「塩あんびん」は県北地域の郷土料理で餅にくるまれた餡が塩味の大福。砂糖が
高かった昔に砂糖の代わりに塩を代用し、砂糖を付けて食べる事で砂糖の量が抑え
られたそうです。
　藤井正子支部長は「塩あんびんは昔から食べていたし、地元の和菓子屋さんで売
っているので、めずらしいとは思わなかった」と笑顔で話していました。

女性部騎西中央支部がＴＶ取材対応

取材を受ける藤井部長（前列右）と
部員の皆さん

ブロッコリーを収穫
する大友会長

カリフラワーを収穫する
永沼統括マネージャー

い 女い 部き 性き 活 動 ！
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（10頁〜12頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　埼玉県警察本部は11月25日にＪＡ本店で、特殊詐欺等の根絶にむけた対策の推進
を実施したことに対し、ＪＡに感謝状を贈りました。ＪＡは昨年、同本部と特殊詐
欺等根絶にむけた協定を取り交わし、情報連携などを行ってきました。同本部の組
織犯罪対策第三課長の藤澤慶治警視より大塚宏組合長に感謝状が手渡されました。
　大塚組合長は「協定に則り、県警と協力して特殊詐欺やマネロンの被害を未然に
防ぎたい」と力を込めました。
　藤澤警視は「不審な電話などがかかってきたら、まず家族や友人に相談してほし
い。最近は警察官を名乗る詐欺も増えている。警官がお金の話をすることは絶対に
ないので迷わず通報してほしい」と話していました。

埼玉県警察本部から感謝状

感謝状を受け取る大塚組合長（右）と、
藤澤警視

　ほくさい農協川里花き出荷協議会は、10月中旬からシクラメンの出荷を始めまし
た。12月中旬が出荷のピークで、全国の市場に出荷されます。
　同会員の田中ガーデンは、11㌃のハウスで「フェアリーピコ」や「スーパーマク
ロパステル」など約50種類のシクラメンを約１万鉢（４～８号鉢）栽培します。
　同ガーデンの田中慎一代表は「シクラメンに興味をもってもらいたい」と話してい
ます。

　騎西農産物直売所利用組合は11月8日に、騎西梨撰果所前のほ場
でさつまいも収穫体験会を開催しました。参加者は８家族33人。
　同組合の石川久雄組合長は「子ども達の喜ぶ顔がみられ、大人も
夢中になっていて実施してよかった。来年も計画したい」と話して
いました。

シクラメン出荷

騎西農産物直売所利用組合が芋掘体験会を開催

シクラメンを確認する従業員

　ＪＡ行田中央支店は11月11日に、行田市消防本部の指導のもと
防災訓練を実施しました。消防本部と事業所の自主防災組織との連
携強化が目的です。
　同支店１階給湯室より出火したことを想定し、119番通報や避難
誘導、救助、消火器の取り扱い訓練などを行いました。
　同支店の加瀬田誠基幹支店長は「消防署と連携した訓練が出来て
職員全員の火災予防意識が高まり良かったです」と話しています。

行田中央支店で防災訓練実施

防災訓練で消防隊員に消火器の使用方法の
指導を受けるＪＡ職員

　ＪＡは11月12日、13日に、久喜市のＪＡアグリホールくきで「人形・ぬいぐる
み・鯉のぼり供養祭」を行いました。２日で来場者80組が、人形・ぬいぐるみ・
鯉のぼり併せて962体を持ち込み、13日の午後から供養祭を執り行いました。当
日は募金活動も行い、ＮＨＫ歳末たすけあい募金に5,629円を寄付しました。
　指名焼香をしたＪＡ騎西営農経済センターの早川宏史センター長は「今年は初め
て鯉のぼりも受け入れ供養した。組合員に必要とされる取り組みなので今後も続け
て行きたい」と話しています。

人形・ぬいぐるみ・鯉のぼり供養祭を開催

供養祭で祀られた人形や鯉のぼり

芋掘りを楽しむ参加者ら

　11月28日に加須市立元和小学校の２年生12人が、ＪＡ大利根営農
経済センターに「まち探検」に来てくれました。
　児童が日頃から家庭や給食で食べているお米の流通を学ぶのが目的
で、福田信明センター長が対応しました。普段は見られない低温倉庫
の中のお米の数や用途を説明しました。
　児童は大量の紙袋に「普段嗅いだことがないお米の匂いがする」と
素直な感想を述べていました。

元和小学校がまち探検

児童にＪＡの仕事を説明する福田センター長（左）
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（10頁〜12頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ＪＡ年金友の会行田支部は11月18日に、行田市総合運動公園でグラウンド・ゴ
ルフ大会を開催しました。参加人数は51人。
　第19回となる今大会は、天候に恵まれ会員同士で親睦を深めながらも真剣にプ
レーしていました。
　優勝した羽鳥嗣郎さんは「まさか優勝できると思ってなかったので嬉しいです。
健康に気を付けて、是非来年も参加したい」と喜びを語りました。
　準優勝は田島高行さん、３位は小暮幸子さんでした。

　ＪＡ年金友の会羽生支部は11月19日に羽生市西公園（旧市民プール）で
グラウンド・ゴルフ大会を開催しました。参加者は55人。
　優勝した関口浩さんは「当日は好天でメンバーにも恵まれ、好運にもホー
ルインワンが３回。50ｍに入った一打は本当にラッキーでした。皆さんと
楽しく回れて優勝できました」と感謝と喜びを語りました。準優勝からは以
下のとおりです。
準優勝：志保田進さん　３位：荒井清史さん　４位：鈴木芳男さん
５位：中村貞夫さん　６位：大沢かほるさん

　ＪＡは11月29日に羽生農産物直売所前で、ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・
農業活性化積立金を活用し、昨年に引き続き「まぐろの解体ショー」を開催し
ました。約200人が見学しました。
　同直売所の増田和正職員は「イベントは大盛況だった。直売所の利用者に楽
しんでもらえて良かった」と話しています。

行田地区、羽生地区で年金友の会グラウンド・ゴルフ大会開催

羽生農産物直売所でまぐろの解体ショー

左からＪＡ年金友の会行田支部 大澤邦夫支部長、田島さん、羽鳥さん、小暮さん

後列左から鈴木さん、大沢さん、中村さん
前列左から荒井さん、ＪＡ年金友の会箱島登会長、関口さん、志保田さん

マグロの解体ショーの様子

　羽生資産管理友の会は11月７日から静岡県熱海温泉へ１泊２日の県外研修に出
かけました。
　会員は、１日目に神奈川県の小田原城と静岡県のＭＯＡ美術館を見学し、ホテル
到着後に西田芳秋税理士による税務研修を受けました。２日目は、大正時代に建築
された起雲閣で池泉回遊式庭園を見学後、三島大社を参拝。実りある研修旅行とな
りました。
　三木敏男会長は「会員と楽しいひと時を過ごせた。今後も情報交換や親睦を深め
るために研修旅行を続けて行きたい」と話していました。

羽生資産管理友の会が県外研修旅行へ

小田原城をバックに三木会長（前列右から２人目）と西田税理士（２列目左から２人目）、
友の会の皆さん、ＪＡ資産管理課職員

　ＪＡは12月３日から11日にかけ各営農経済センター７店舗で肥料・農薬の展
示相談会を開きました。
　春肥料・農薬の推進期間中に米麦と園芸農家等に効果的な使用方法や新商品を
紹介することが目的です。
　12月３日に加須営農経済センターを訪れた水稲農家の江森正さんは、真剣な
表情で肥料メーカーの説明を聞いていました。
　江森さんは「最近の猛暑に対応できるように、施肥時期や施肥量について相談
した。毎年相談会を頼りにしている」と話していました。

肥料・農薬相談会開催

メーカーに相談する江森さん（右）
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ご来場ありがとうございました
各地区で秋のイベントを開催しました！

10月26日
第33回北川辺ふるさと秋祭り・産業祭北川辺

加工部の
赤飯は
大人気

11月２日
騎西銀杏祭騎西

キュウリの
詰め放題が

大盛況

11月29日
第36回羽生市農業まつり羽生

羽生市
熟年農業者

クラブの野菜が
大人気

12月６日
行田農協まつり行田

農協コーナー
は大行列

11月９日
川里フェスティバル川里

女性部
コーナーが

大好評

11月15、16日
熊谷スポーツ
文化公園収穫祭

ＪＡ女性部活躍

2025食と農林業 彩の国ドリームフェスタ

ＪＡほくさい
のブースで
焼き芋販売

11月23日
第44回加須地域農業まつり加須

農産物
品評会は

お大賑わい

各地のイベントで女性部が「えみほころ」をＰＲ

女性部が
「えみほころ」の

おむすび２個
100円で販売

�



法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

②
婚
費
増
額
の
始
期
を
早
め
る
方
法
は
あ
る
の
？

― 
始
期
も
、審
判
で
家
庭
裁
判
所
が
裁
量
で
決
め
る

①
相
続
し
た
土
地
を
国
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
に
は
？

― 

引
取
の
条
件
が
あ
る
の
で
、ま
ず
法
務
局
に
相
談
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私
の
父
は
、
先
々
代
か
ら
長

年
耕
作
せ
ず
に
放
置
さ
れ
た
農

地
を
所
有
し
て
い
ま
し
た
が
、

処
分
に
困
っ
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先
日
亡
く

な
り
、
長
男
の
私
と
二
男
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そ

の
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地
を
相
続
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ま
し
た
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当

然
、
買
い
手
も
見
つ
か
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そ
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ま
せ
ん
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人
か
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続
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の
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や
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あ
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か
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A
は
、2
0
2
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1
月
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別
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夫
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、
B
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い
た
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（
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本
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意
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B
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い
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後
日
、
B
の
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入
は
実
は

も
っ
と
多
い
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か
り
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2
4
年
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月
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庭
裁

判
所
に
婚
費
増
額
を
申
し
立

て
た
と
こ
ろ
、
審
判
で
は
、

2
0
2
4
年
2
月
以
降
、
毎
月

29
万
円
と
さ
れ
ま
し
た
。
２
０

２
０
年
１
月
の
分
か
ら
増
額
さ

せ
た
い
の
で
す
が
、
本
件
合
意

を
裁
判
で
無
効
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
か
。

婚
費
の
分
担
に
つ
い
て
、
夫
婦

間
の
協
議
が
整
わ
な
い
時
は
、
家

庭
裁
判
所
は
夫
婦
の
資
産
、
収
入

そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て

決
定
し
ま
す
（
民
法
７
６
０
条
。

最
判
昭
和
43
年
９
月
20
日
）。

婚
費
の
分
担
の
内
容
は
、
そ
の

時
々
で
変
動
す
る
夫
婦
の
収
入
、

生
活
状
況
等
の
影
響
を
受
け
る
も

の
で
す
。

そ
の
た
め
、
一
旦
夫
婦
間
で
合

意
し
た
と
し
て
も
、
以
後
、
そ
の

合
意
し
た
内
容
に
固
定
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
変
更
の
必
要
が
あ

る
都
度
新
た
に
決
め
ら
れ
て
い
く

も
の
で
す
。

本
件
で
も
、
家
庭
裁
判
所
は
、

２
０
２
０
年
１
月
に
本
件
合
意
が

さ
れ
た
こ
と
だ
け
を
理
由
に
、
毎

月
29
万
円
を
払
う
始
ま
り
の
時
期

（
始
期
）
を
２
０
２
４
年
２
月
と

し
た
の
で
は
な
く
、
本
件
合
意
の

存
否
、
効
力
及
び
内
容
の
み
な
ら

ず
、
夫
婦
の
収
入
、
生
活
状
況
等

の
一
切
の
事
情
を
踏
ま
え
た
結

果
、
2
0
2
4
年
2
月
を
始
期
と

し
て
毎
月
29
万
円
、
と
決
め
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
本
件
合
意
が
有
効
か

無
効
か
は
、
家
庭
裁
判
所
が
婚
費

の
分
担
を
考
慮
す
る
一
切
の
事
情

の
中
の
１
つ
に
過
ぎ
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

支
払
の
始
期
を
早
め
た
い
か
ら

と
い
っ
て
、
本
件
合
意
の
無
効
確

認
の
裁
判
は
で
き
な
い
の
で
（
最

判
令
和
７
年
９
月
４
日
）、
審
判

で
決
め
ら
れ
た
支
払
の
始
期
に
不

満
が
あ
る
と
き
は
、
審
判
に
対
し

て
不
服
を
申
し
立
て（
即
時
抗
告
。

家
事
事
件
手
続
法
１
５
６
条
１
項

３
号
）、
そ
の
中
で
始
期
を
早
め

る
必
要
性
を
改
め
て
主
張
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

①

②

①

②

令
和
５
年
４
月
か
ら
、
相
続
人

の
申
請
に
よ
り
、
一
定
の
条
件
を

満
た
す
相
続
地
に
つ
き
、
一
定
の

負
担
金
を
納
付
し
て
国
に
引
き
取

っ
て
も
ら
う
相
続
土
地
国
庫
帰
属

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
申
請
で

き
る
の
は
、
相
続
又
は
遺
贈
に
よ

っ
て
土
地
を
取
得
し
た
相
続
人
に

限
ら
れ
、
生
前
贈
与
を
受
け
た
人

や
、
遺
贈
を
受
け
て
も
法
定
相
続

人
以
外
の
人
は
対
象
外
で
す
。
共

有
地
な
ら
ば
共
有
者
全
員
で
申
請

し
ま
す
。
申
請
先
は
対
象
地
を
管

轄
す
る
法
務
局
の
本
局
で
、
審
査

手
数
料
は
１
筆
当
た
り

１
万
４
０
０
０
円
で
す
。

但
し
、
建
物
が
あ
る
土
地
、
担

保
権
や
使
用
権
付
き
の
土
地
、
他

人
の
利
用
を
予
定
す
る
土
地
、
境

界
不
明
地
や
所
有
権
の
存
否
・
範

囲
に
争
い
の
あ
る
土
地
な
ど
は
対

象
外
で
す
。
そ
の
他
、
傾
斜
の
き

つ
い
崖
地
な
ど
、
管
理
や
処
分
に

過
分
の
費
用
や
労
力
を
要
す
る
土

地
は
引
き
取
っ
て
も
ら
え
ま
せ

ん
。申

請
し
て
も
、
審
査
の
結
果
、

引
取
り
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
納
付
し
た
手
数
料

は
戻
ら
な
い
の
で
、
申
請
前
に
対

象
地
を
管
轄
す
る
（
対
象
地
が
遠

い
場
合
は
最
寄
り
の
）法
務
局（
本

局
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
相
談

に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
、
相
談

は
対
面
の
ほ
か
電
話
や
ウ
ェ
ブ
で

行
え
ま
す
。

引
取
り
が
承
認
さ
れ
る
と
、
法

務
局
か
ら
負
担
金
の
額
の
通
知
が

さ
れ
る
の
で
、
30
日
以
内
に
納
付

し
ま
す
。
負
担
金
の
額
は
、
土
地

の
地
目
や
面
積
等
に
応
じ
て
異
な

り
、
最
低
で
も
１
筆
当
た
り
20
万

円
で
す
。

�



二重マスの文字を
Ａ〜Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか?

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
正
月
に
食
べ
る
、
モ
チ
入
り
汁
物

と
い
え
ば

❷
ど
ら
焼
き
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
る

も
の

❸
お
せ
ち
料
理
の
定
番
の
一
品
。
卵

が
材
料
の
一
つ

❹
交
差
――

、
及
第
――


❺
右
手
が
――

、
と
い
う
人
が
多
数

派
で
す

❼
本
を
読
み
終
え
る
こ
と

❿
ガ
ラ
ガ
ラ
と
の
ど
を
洗
い
ま
す

⓬
旅
立
つ
人
の
――

に
駅
の
ホ
ー
ム

ま
で
行
っ
た

⓭
ワ
ラ
や
木
や
レ
ン
ガ
の
家
を
建
て

る
童
話
が
あ
り
ま
す

⓮
漢
字
で
書
く
と
百
足
。
足
の
多
い

生
き
物
で
す

⓱
椅
子
の
こ
と
。
ロ
ッ
キ
ン
グ
――


⓳
ア
ル
カ
リ
と
混
ぜ
る
と
中
和
し
ま

す⓴
焚
く
と
よ
い
か
お
り
が
広
が
り
ま

す

〈
応
募
の
方
法
〉

・�

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住

所
、
氏
名
、
年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送

付
（
住
所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、

ま
た
は
各
支
店
・
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

右
の
二
次
元
コ
ー
ド
で
も
応
募
で

き
ま
す
。
ご
応
募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ

い
管
内
（
行
田
市
・
鴻
巣
市
川
里

地
区
・
羽
生
市
・
加
須
市
）
に
お

住
ま
い
の
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

・�

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・�

締
切
は
令
和
８
年
１
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・�

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
12
月
号
の
答
〉
ボ
タ
ン
ナ
ベ

タ
テ
の
カ
ギ

❷
メ
レ
ン
ゲ
を
作
る
と
き
に
使
う
道

具❻
鍋
料
理
の
締
め
に
も
使
う
麺

❽
晴
れ
か
な
あ
、
雨
か
な
あ

❾
牛
、
豚
、
鶏
の
も
の
が
よ
く
流
通

し
て
い
ま
す

❿
令
和
8
年
の
干
支
で
す

⓫
歯
ブ
ラ
シ
に
つ
け
ま
す

⓯
自
分
の
兄
弟
姉
妹
の
息
子

⓰
ダ
ル
メ
シ
ア
ン
は
――

模
様
の
犬

で
す

⓲
書
初
め
大
会
で
――

に
選
ば
れ
た

⓴
受
験
生
が
空
欄
に
書
き
込
ん
で
い

く
も
の

㉑
単
位
は
ア
ン
ペ
ア
で
す

　
新
年
を
迎
え
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と

と
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
の
地
元
の
神
社
は
、
正
月
に
甘
酒
を
振
舞
い
ま
す
。
寒
空
の
下
で

飲
む
甘
酒
は
格
別
で
、
冷
え
た
体
に
し
み
わ
た
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
参
拝
し
て
一
年
の
無
病
息
災
、
家
内
安
全
と
、
五
穀
豊
穣

を
お
祈
り
す
る
の
が
、
毎
年
の
我
が
家
の
恒
例
行
事
で
す
。

　
本
年
は
午
年
。
勢
い
よ
く
駆
け
る
馬
の
よ
う
に
、
農
家
の
皆
さ
ま
の

営
農
が
力
強
く
前
進
す
る
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
念
い
た
し

ま
す
。

　
�

Ｋ
・
Ｈ

編
集
後
記

☆
11
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

 

記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

☆
新
井
　
英
夫
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
植
村
美
知
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
小
島
　
佳
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
熊
倉
　
綾
奈
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
藤
野
　
英
樹
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
中
原
よ
し
子
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
谷
津
　
幸
信
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
大
塚
　
　
清
さ
ま
（
大
利
根
）

�




